
    

　
　
　
　
　
コ
ム
シ
テ
ィ
の
再
生
計
画
で
は
、

　
　
　
　
　
入
居
予
定
施
設
と
し
て
八
幡
西

区
役
所
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
公
共
施

設
が
コ
ム
シ
テ
ィ
に
集
中
す
る
と
、
人
の
流

れ
が
駅
前
だ
け
で
完
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

中
心
市
街
地
へ
の
回
遊
性
を
高
め
る
工
夫
や

施
設
配
置
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
　
　
　
　
コ
ム
シ
テ
ィ
再
生
計
画
骨
子
案

　
　
　
　
　
に
は
、
多
く
の
市
民
か
ら
好
意

的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
早
期
再
生

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
再
生
計
画
策
定
後
直
ち
に
設
計
に

着
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
補
正
予
算

案
に
設
計
費
を
計
上
し
た
。
 

　
コ
ム
シ
テ
ィ
の
再
生
が
実
現
す
る
こ
と
で
、

来
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
す
る
文
化
・
交
流
拠
点

地
区
と
あ
わ
せ
、
黒
崎
の
中
心
市
街
地
に
2

つ
の
に
ぎ
わ
い
の
核
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
、
両
施
設
へ
の
来
訪
者
が
中

心
市
街
地
を
回
遊
し
、
こ
れ
が
副
都
心
活
性

化
の
大
き
な
原
動
力
に
な
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
 

　
現
在
、
ふ
れ
あ
い
通
り
と
黒
崎
駅
前
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
完
成
す
れ
ば
、
に
ぎ
わ
い
の
核
を

結
ぶ
回
遊
軸
が
整
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

に
ぎ
わ
い
や
交
流
を
創
出
す
る
た
め
の
施
設

と
し
て
、
地
元
商
店
街
の
取
り
組
み
を
支
援

し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

　
今
後
も
地
元
商
店
街
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
多
く
の
人

に
黒
崎
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工
夫

し
て
い
き
た
い
。
 

    　
　
　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
、

　
　
　
　
　
多
様
化
し
増
大
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
後
自

治
体
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
よ
り
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
時
点
に

お
け
る
本
市
の
見
解
を
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
少
子
・
高
齢
化
や
核
家
族
の
増

　
　
　
　
　
加
な
ど
、
社
会
状
況
が
変
化
す

る
中
で
、
行
政
の
限
ら
れ
た
資
源
で
提
供
す

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
多
様
化
・
複

雑
化
す
る
地
域
課
題
に
対
応
し
て
い
く
の
は

困
難
で
あ
る
。
一
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
個
別
ニ

ー
ズ
や
地
域
特
性
に
応
じ
た
取
り
組
み
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
て
お
り
、
社
会

ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
本
市
の
基
本
構
想
や
自
治
基
本
条
例
で
も
、

多
様
な
主
体
が
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て

参
画
し
、
協
働
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

　
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
と
の
協
働
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
予
算
執
行
や

意
思
決
定
の
方
法
が
異
な
る
た
め
、
相
互
の

理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
解
決
す

る
課
題
が
新
し
い
分
野
で
あ
り
、
推
進
す
る

仕
組
み
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
、
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

現
在
、
検
討
会
を
設
置
し
て
基
本
指
針
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
基
本
指
針
の
策
定
や
協
働
促
進
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て
、

行
政
と
協
働
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。
 

     　
　
　
　
　
現
在
、
我
が
国
の
生
活
保
護
受
 

　
　
　
　
　
給
者
数
は
戦
後
の
混
乱
期
を
上

回
っ
て
お
り
、
特
に
近
年
は
稼
働
年
齢
層
の

受
給
が
急
増
し
て
い
る
。
稼
働
能
力
の
あ
る

受
給
者
へ
の
就
労
支
援
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
効
果
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
の
就
労
支
援
の
取
り
組
み
状
況
と
成
果

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
 

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
特
に
失
業
等
を
理
 

　
　
　
　
　
由
に
生
活
保
護
を
受
給
す
る
世

帯
が
増
加
し
て
お
り
、
仕
事
を
見
つ
け
て
生

活
保
護
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
保
護

受
給
者
へ
の
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

平
成
16
年
度
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
Ｏ
Ｂ
2

名
を
就
労
支
援
専
門
員
と
し
て
配
置
し
て
以

降
、
支
援
体
制
を
強
化
し
て
お
り
、
22
年
度

に
は
、
58
名
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
就
労
支

援
専
任
と
し
て
配
置
し
た
。
さ
ら
に
生
活
保

護
受
給
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
求
人
を
独
自

に
収
集
す
る
求
人
開
拓
員
を
初
め
て
配
置
し

た
。
23
年
度
は
、
就
労
支
援
専
門
員
4
名
、

民
間
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
17
名
、
求
人

開
拓
員
8
名
の
29
名
体
制
と
し
て
、
よ
り
き

め
の
細
か
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
そ
の
結
果
、
22
年
度
は
8
1
7
人
が
就
労

を
開
始
し
、
ま
た
は
収
入
が
増
加
し
、
う
ち

2
5
4
人
が
生
活
保
護
か
ら
自
立
し
た
。
23

年
度
は
10
月
ま
で
に
7
4
7
人
が
就
労
を
開

始
し
、
ま
た
は
収
入
が
増
加
し
、
う
ち

2
0
2
人
が
自
立
し
て
お
り
、
集
中
的
な
取

り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
 

 

　
本
会
議
で
の
質
疑
・
質
問
と
答
弁
は
、

要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
細
は
、2
月
下
旬
以
降
、各
市
立
図

書
館
に
お
い
て
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
 

　
ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
3
月
中
旬
頃

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

 

本会議での質疑・質問と答弁 

　平成23年12月定例会が11月29日から12月7日ま
での9日間の会期で開かれました。 
　市長から19件の議案が提出され、審議の結果、すべ
ての市長提出議案について原案のとおり決定しました。 
　また、議員から提出された12件の議案のうち9件と、
保健病院委員会から提出された議案1件、経済港湾委員
会から提出された議案1件を可決しました。 

　本会議では、各会派から次の14
人の議員が質疑・一般質問を行い
ました。 
（発言順。掲載記事の順番とは関
係ありません。） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働 

に
つ
い
て 

コ
ム
シ
テ
ィ
と
中
心
市
街
地 

の
回
遊
性
に
つ
い
て 

 

生
活
保
護
受
給
者
へ
の 

就
労
支
援
に
つ
い
て 

 

大　石　正　信 

山　本　眞智子 

井　上　秀　作 

柳　井　　　誠 

浜　口　恒　博 

中　村　義　雄 

永　岡　啓　祐 

山　本　真　理 

藤　沢　加　代 

戸　町　武　弘 

渡　辺　　　徹 

大久保　無　我 

八　記　博　春 

　　野　信　明 

日 本 共 産 党  

公 明 党  

自 由 民 主 党  

日 本 共 産 党  

ハートフル北九州 

議員定数削減北九州 

ハートフル北九州 

ふくおかネットワーク 

日 本 共 産 党  

自 由 民 主 党  

公 明 党  

ハートフル北九州 

日 本 共 産 党  

ハートフル北九州 
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議
　
員 

市
　
長 

議
　
員 

市
民
文
化 

ス
ポ
ー
ツ
局
長 

議
　
員 

保
健
福 

祉
局
長 

主
な
内
容 

1～3面 

4面 

本会議での質疑・質問と答弁 

可決した意見書・決議 

市議会の虚礼廃止にご理解を！　など 

 

常任委員会の主な活動状況 

議会報告会を開催しました！ 

請願・陳情の審議結果　など 

　報告会では、平成22年度決算の概要と平成22年度決算特別委員会での審議内容について分科会ごとに報告を行い、引き続いて行われた
質疑応答では、参加された市民の皆様から、さまざまなご意見や要望等をいただきました。その主なものは次のとおりです。 

開催区 開催日時 開催場所 

八幡西区 

■北九州市議会では次のとおり市内3会場で初めての議会報告会を開催しました。 

小倉北区 

小倉南区 

平成23年11月15日（火） 
18:30～20:30

八幡西区生涯学習センター 
折尾分館 

約80名 

平成23年11月20日（日） 
14:00～16:00

富士見ホール 約80名 

平成23年11月20日（日） 
18:30～20:30

生涯学習総合センター 約40名 

参加者数 

報告者 ： 

八幡西区で開催された議会報告会の様子 

小　倉　城 

戸町 武弘（自由民主党）、 岡本 義之（公明党）、 原田 里美（日本共産党）、 山本 眞智子（公明党）、 
森本 由美（ハートフル北九州）、 柳井 誠（日本共産党）、 日野 雄二（自由民主党）、  
奥永 浩二（ハートフル北九州） 

1 4

□本紙は、古紙パルプを含む再生紙を使用しています。□全世帯配布□１０３０００１F
市議会の会議の様子を傍聴することができます。問い合わせ先は、市議会事務局総務課（　582ー2621）です。 

平成24年1月1日号 
（年4回発行） 
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北九州市議会事務局総務課 
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NO.196

◇市議会のホームページで「市議会だより」や本会議の「会議録」「インターネット中継」などがご覧いただけます。 
　アドレスはhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/sigikai/です。 

市議会の会議の様子を傍聴することができます。問い合わせ先は、市議会事務局総務課（　582ー2621）です。 

姉妹友好都市北九州市議会議員連盟 
による韓国訪問 
 

※案件は、主なものだけ掲載しています。 

常任委員会の主な活動状況（平成23年10月1日～平成23年12月7日） 

委員会名 
（開催回数） 案　　　件 

総務財政委員会 
（6回） 
 

●北九州市職員の給与に関する条例等の一部改正について 
【議案の審査】 

ほか5件 

●旧日本軍慰安婦問題の早期解決を求める意見書の提出について 
【陳情の審査】 

●市制50周年記念事業について 

●「元気発進！北九州」プラン　平成22年度進捗管理レポートについて　 
【報　告】 

【所管事務調査】 
ほか2件 

ほか6件 

●九州電力株式会社と原子力安全協定を結ぶことについて 
【請願・陳情の審査】 
●北九州市手数料条例の一部改正について 
【議案の審査】 

ほか4件 

●コムシティ再生の取り組みについて 
【報告】 

ほか3件 

ほか1件 

●危機管理体制について 
【所管事務調査】 

ほか1件 

●市道路線の認定、変更及び廃止について 
【議案の審査】 

ほか1件 

●環境基本計画について 
【報告】 

ほか3件 

●災害対策について 
【所管事務調査】 

●北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 
【議案の審査】 

ほか3件 

●生活保護受給者の自動車保有・使用等について 
【請願・陳情の審査】 

ほか2件 

●指定管理者候補の選定結果について 
【報　告】 

●地域医療のあり方について 
【所管事務調査】 

ほか4件 

●平成23年度北九州市一般会計補正予算についてのうち所管分　 
【議案の審査】 

●旧日本軍慰安婦問題の早期解決を求める意見書の提出について 
【陳情の審査】 

●図書館のあり方について 
【所管事務調査】 

●北九州市産業観光施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 
【議案の審査】 

ほか3件 

●農業・水産業の振興について 
【所管事務調査】 

建築消防委員会 
（6回） 
 

環境建設委員会 
（4回） 
 

保健病院委員会 
（5回） 
 

教育水道委員会 
（4回） 

経済港湾委員会 
（3回） 
 

お　知　ら　せ 

　日韓両国の友好親善を図るため本
市の全議員で設立する議員連盟の代
表団が、平成23年10月に韓国国内の
主要都市を訪問し、本市と関連のある
事業の視察等を行いました。 
　姉妹都市である仁川（インチョン）広
域市では、市議会への表敬や「仁川市
民の日」の行事に参加するなど、両市
の交流を深めてきました。 

　平成23年11月9日に北九州市の友
好都市である中国・大連市の常務委員
会の陳利民副主任をはじめとする訪問
団が北九州市議会の表敬に訪れました。 
　平成22年11月に大連市を本市の議
員連盟代表団が訪問して以来の友好交
流の場となりました。 
　会談の中では、今後さらに都市間交
流を図り、両市の友好の絆を一層深め
ていきたいという意見が交わされました。 

大連市人民代表大会来北団による議会表敬 

市議会の虚礼廃止にご理解を！ 
○ 議員や後援会が寄附をしたり有料のあいさつ広告を出すこと 

○ 議員や後援会が儀礼的な祝儀、香典、供花を出すこと 

○ 議員や後援会がお中元やお歳暮をすること 

○ 議員が暑中見舞いや年賀状などのあいさつ状を出すこと 
　（自筆の答礼は除く） 

○ 市民や団体が議員に寄附などを求めること 

このほか市議会では、祝電、弔電の自粛を申し合わせています。市民の皆様のご協力をお願いします。 
 

公職選挙法では、次のようなことが禁止されています。 

市議会では、視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テ
キスト版※（ＣＤ、ＦＤ）、録音版（デジタル録音図書ＣＤ、カセットテープ）を無
料でお届けしています。 
※テキスト版は視覚障害者用読み上げソフトウェアが必要です。 
聴覚に障害のある方が、本会議の傍聴を希望される場合は、要約筆記者お
よび手話通訳者の派遣先を紹介しています。 
次の定例会は、2月開催の予定です。 
【問い合わせ先】　市議会事務局総務課　電話　582-2621

中央が大連市常務委員会・陳副主任 
 

　北九州市議会では、11月26日に発砲事件が発生したことを受け、凶悪な暴力犯罪行為に対して強い憤りを持って抗議するとともに、「暴力のない明るく安心
して暮らせる北九州市」の実現に向けてまい進することを表明するため、12月2日、暴力追放に関する決議を全会派一致で可決しました。 
　また、11月30日に東芝北九州工場の閉鎖方針が発表されたことを受け、北九州地域の産業経済の維持・発展のため、12月7日、東芝に対して同工場を閉鎖
する方針の撤回を強く要望する決議を全会派一致で可決しました。 

　報告会でいただいたご意見等は、今後の議会活動の参考とさせていただきます。なお、今回の議会報告会の報告書を市議会ホームページで
ご覧いただくことができます。 
　アドレスはhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/sigikai/です。 

次回の報告会は平成24年5月頃に門司区、若松区、八幡東区での開催を予定しております。くわしくは次号市議会だよりでお知らせいたします。 

「暴力追放に関する決議」と「東芝北九州工場を閉鎖する方針の撤回を求める決議」を行いました。 

左から7人目が仁川広域市議会・ 
柳（リュウ）議長 

●新球技場について 
●震災被災地のがれきの受け入れについて 
●本市の財政状況について 
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